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○ 事業が認可されました（平成 27 年 6 月 22 日付け、「広島県告示 第 411 号」） 

都市計画道路「長束八木線」と「川の内線」のうち、集中復興期間に整備する区域につ

いて、都市計画法に基づく事業認可を広島県知事から取得しました。 

   これにより、広島市が集中復興期間に整備するこれら２つの都市計画道路の施行（用

地買収や工事等を行うこと）が、正式に認められました。 

○ 詳細設計等を契約します 

「長束八木線」と「川の内線」の詳細設計等の業務については、7月中に契約し、秋頃

までには、詳細な図面ができあがる予定です。 

なお、道路の構造検討に伴い、土質調査（ボーリング調査）を実施することにしてい

ます。調査場所等については、近隣の皆様に別途お知らせします。 

○ 用地取得の面積確定のための測量（用地測量）を実施します    

    道路の整備に必要な用地取得の面積確定のため、現在、用地測量業務の発注手続を行

っています。手続が順調に進めば、8月下旬頃から順次、関係される皆様には境界立会を

お願いする予定です。 

具体的な日程等については、関係される皆様に改めて連絡させていただきますので、

よろしくお願いいたします。 
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◎ ご相談ください 

復興事業に関するご相談は、下記までお気軽にご連絡ください。 

第 ４号 平成２７年 ７月 平成 26 年 8 月 20 日豪雨災害 広島市復興工事事務所だより 

 

平成 26 年 8 月 20 日豪雨災害 広島市復興工事事務所だより 

 

６ 都市計画道路の事業認可の取得等について（お知らせ） 

当事務所の職員は、このマークの腕章を着用していますので、 

現地で見かけた際は、お気軽にお声かけください。 

雨水排水施設等の整備については、災害発生から 5 年間（平成 31 年度末まで）の

「集中復興期間」で整備を行うことにしています。 

１ 雨水排水施設等の種類について 

○ 整備期間のイメージ 

－ １ － － ４ － 

１ 雨水排水施設等の種類       … こんな施設を整備します 

２ 雨水排水施設等の整備期間     … 集中復興期間で整備します 

３ 雨水排水施設等の整備箇所     … 整備を検討している箇所です 

４ 雨水排水施設等の整備スケジュール … 整備の大まかなスケジュールです 

５ お答えします           … Ｑ＆Ａ 

6 お知らせ             … 都市計画道路の事業認可の取得等について 

◇ 概要 ～ 第４号は、主に雨水排水施設等について紹介します ～ 
       

「広島市復興工事事務所だより」は、広島市ホームページでもご覧いただけます。 

広島市ホームページ > 平成 26 年 8 月豪雨災害復興支援サイト > 復興まちづくりビジョン 

> 広島市復興工事事務所だより 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/contents/1431571540039/index.html 

２ 雨水排水施設等の整備期間について 

 

 

ひとこと   

八木・緑井地区の復興事業を担当している、安佐南区
復興推進担当課長の平松正和です。 
一日も早い復興のため、スタッフが一丸となって復

興事業に取り組んでいます。事業についてご不明なこ
となどございましたら、お気軽にご連絡ください。 

雨水排水施設等のイメージ 

雨水きょ 
(雨水管) 

普通河川の
局部改良 

雨水排水施設 
(水路) 

砂防堰堤[国] 

砂防堰堤
えんてい

は国土交通省で整備しますが、それより下流の水路等については、復興工事

事務所において、以下の３種類の整備を行います。 

○ 雨水排水施設（水路）の整備 

砂防堰堤から流れてくる雨水を、近くの川などへ安全に導

くための水路を整備します。 

○ 普通河川の局部改良 

広島市が管理する河川（普通河川）について、現状の大きさ

では豪雨時に雨水を流しきれない箇所がある場合、局部的に

川幅を拡げるなどの改良を行います。 

○ 雨水きょ（雨水管）の整備 

豪雨時に川が溢れないよう、川へ流れ込んだ雨水の一部を

取り込み、古川へ安全に流すための雨水管を、長束八木線と

川の内線の道路下に整備します。 
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平成 26 年 8 月 20 日豪雨災害 広島市復興工事事務所だより 

 
第 ４号 平成２７年 ７月 

○ 現在、雨水きょや普通河川などの雨水を排水する施設について、豪雨時にどのくらいの断

面（大きさ）が必要となるかなど、本年８月頃を目処に概略の検討を行っています。 

この検討結果をもとに、引き続き設計に取り掛かります。 

雨水排水施設の整備や普通河川の局部改良の時期については、国の整備する砂防堰堤の整

備時期や雨水きょの完成時期などとスケジュールを調整し、整備可能なところから順次工事

を行います。 

 

５ お答えします 

 

３ 雨水排水施設等の整備検討箇所 

－ ３ － － ２ － 

４ 雨水排水施設等の整備スケジュール 

Ｑ 雨水排水施設のルートは、決まっているの？ 

Ａ 現在、検討中です。 

復興まちづくりビジョンで示している雨水排水施設（青丸の点線    ）は、あくまで

概略のルートを示したものです。 

引き続き、国の砂防堰堤の計画を踏まえ、雨水排水施設のルートや断面（大きさ）を具体

的に検討し、設計することにしています。 

現時点において国で砂防堰堤の計画が検討中の箇所については、今後、国の堰堤計画等と

調整しながら、順次検討を行い、設計することにしています。 

  

○ 雨水排水施設等の整備検討箇所の概略をお示しします 

 雨水きょ（雨水管）：集中復興期間で整備する都市計画道路「長束八木線」と「川の内線」の地下に整備します。 

 雨水排水施設（水路）：必要に応じて、砂防堰堤の流路工から川などへ雨水を導くための水路を整備します。 

 普 通 河 川  ：必要に応じて、地区内にある 14 の普通河川について局部的に改良します。  
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復興工事事務所 ・ 
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【 凡 例 】 

雨水きょ(雨水管)  

雨水排水施設(水路) 

普 通 河 川  

砂 防 堰 堤 [国 ]  

（川の内線） 

（長束八木線） 

雨水きょ 雨水きょ 

雨水きょ整備のイメージ 注１）この図には、八木・緑井地区復興まちづくり概要図のうち、雨水排水施設等の整備に関する事項を載せています。 
注２）雨水排水施設と普通河川については検討する範囲を示したもので、今後、改良が必要となる箇所について詳細な設計を行います。 
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